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  東京湾北部で 11月から 12月にかけて 3個の M5以上の地震が発生している。このうち 11月 28

日と 12月 3日に発生した地震は，深さが約 68kmでこの付近で起きる地震としてはやや浅く， 8月

29日に発生した地震（M5.9）と同じタイプの地震と思われる。第 1 図に震源分布図，第 2 図に主な地

震とメカニズム解を示す。 

 

1． 最近の東京湾北部の地震活動 (第 6図)  

東京湾北部で最近発生している深さ約68kmの地震（1998/8/29 8h46m M5.9,d=68.6km），

（1998/11/2 80h22m M5.2, d=63km），（1998/12/3 5h15m M5.0, d=68.4km）は（Aグループ），こ

れまでの地震発生領域（B,Cグループ）より 10km程度浅く，地震の巣の北西に位置する。11月

8日に発生した地震（1998/11/8 21h40m M5.5, d=80.5km）は Bグループに属する。B,Cグループ

の地震は東西圧縮軸の逆断層が多いが，A グループは南北の伸張軸の正断層でメカニズム解が

異なっている。 

2． 茨城県中部の地震活動 

日立市の南 20kmの場所で,11月から 12月にかけて 7個の地震が発生している。M4以上の地震

は 3個で, 50km前後の深さを持つ.11月 1日 3時 1分にM4.9（深さ 54.9km）, 11月 5日 6時 43分

にM4.9（深さ 63.9km）の地震が発生した。これらの地震のメカニズム解はほぼ東西圧縮軸の逆断

層である。 

3．茨城県沖,福島県沖の地震 

11月 25日 2時 36分に福島県沖で, M5.4で深さ 16.0kmの地震が発生した。12月 17日 21時 49

分に茨城県沖でM5.1, 深さ 15.8kmの地震が発生した。1月 2日にまとまって起きた茨城県沖の地

震より, 20km ほど南西の陸よりに位置する。この地震のメカニズム解はほぼ東西圧縮軸の逆断層

である。また,海溝軸と陸の中間の位置で, 1月 2日 1時 20分にM5.0の地震（深さ 20km）が発生

した。20数個の地震が観測された。 

4．能登半島沖の地震活動 

能登半島沖では 1993 年 2 月からの群発地震（1993/2/7 M6.6JMA）以来,時々地震が群発してい

るが, 11月に小活動があった。11月 1日に能登半島の先端付近で, M4.7で深さ 11.9kmの地震が発

生した。この地震のメカニズム解は東西圧縮軸の逆断層である。また 11月 16日に北方沖 20kmの

場所でM5,2の地震があった.（11/16 8h8m, M5.2, 8.4km）。この地震のメカニズム解は南西―北東伸

張軸の正断層である。 11月から 1月にかけて 20数個の余震が観測された。 

5. 福島県西部の地震（第 5図） 

福島県西部の金山観測点の西 15kmの所で, 小群発地震活動があった。 12月 14日より発生した
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地震ははじめ北西-南東方向に拡がった約５km 程の範囲にあったが, その後,南東端に集中して 12

月 25日に最大地震のM4.2が発生した（1998/12/25 19h39m, M4.2, 3.9km）。 この地震のメカニズム

解は北西?南東 P軸の横ずれ型である。主な活動は 12月で終わったが,１月 31日までの総地震数は

228個である.震源は３km～５kmと浅い。 

6．長野県中部の地震（第 4図） 

１月２８日に長野県中部で起きた地震の臨時観測を行ない, その情報を元に 観測点補正値を求

めた為,本震を含めた余震分布が高精度で得られた。震源分布の広がりは 2km×3km で,ほぼ南北

の走向をもつ高角な東下がりの平面上にある。これは, マグニチュード（M4.7）から期待される断

層面積や, メカニズム解等と矛盾しない。ただし爆破地震動研究グループが求めた速度構造に見ら

れる松本盆地東縁断層とは一致しない。 

7．富山県東部の地震 

1月 30日 07時 06分に福井県と新潟県の県境付近でM4.2で, 深さ 2.4kmの地震が発生した。 こ

の地震のメカニズム解は北西―南東 P軸の横ずれ型である。1月 30日にまとまって起きており, 総

地震数は 28個になる。震源の深さは 10kmより浅い。 

8．日光足尾地域の地震活動（第 7図） 

この期間に約 2000 個の地震が観測された。特に大きなクラスターの活動はない。Ｍ3 以上の地

震が 3個観測された。1月 27日 18時 57分に発生した Ｍ3.6で深さ 2.8kmの地震は足尾地域より

20kmほど北の川俣付近を震央としている。この地震のメカニズム解は北西－南東圧縮軸の横ずれ

型せある。1996年頃よりほぼ直線的に増加していた，地震数の積算カーブが 1998年の半ば頃より

にぶっている。 

9．上高地付近の群発地震の余震活動（第 3図） 

8 月 7 日の 14 時頃より発生した上高地付近の群発地震は低下している。この期間は M3.5 以上

の地震としてはM3.6の地震が 2個発生しただけである。11月下旬に領域の北側の烏帽子岳付近で

地震活動があった。 

（萩原弘子，酒井慎一） 
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第１図 関東甲信越地方における震源分布図 (1998年 11月～1999年 1月） 

Fig.1 Hypocenter Distributions in the Kanto-Koshinetu District. (Nov,1998-Jan.,1999) 
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第１図 つづき 

Fig.1 (continued) 
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第１図 つづき 

Fig.1 (continued) 
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第２図 主な地震のメカニズム解（下半球投影）(1998年 2月～1999年 4月) 

Fig.2 Focal mechanism solutions of major events.(lower hemisphere projection) 

(Nov,1998 - Jan.,1999) 

 

 
－75－ 



 
第２図 つづき 

Fig.2 (continued) 
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第２図 つづき 

Fig.2 (continued) 
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第３図 上高地付近の地震の余震活動  

a) 震源分布図 (1998/8/1～1998/10/31) b) 震源分布図 (1998/11/1～1999/1/31) 

Fig.3  Hypocenter distribution of aftershocks near Kamikouti,Nagano pref.  

a) Hypocenter distribution (1998/8/1-1998/10/31) b) Hypocenter distribution  

(1998/11/1-1999/1/31) 
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第４図  長野県中部地震の震源分布（1999/1/28－2/27） と速度構造（武田、1997） 

Fig.4   Hypocenter distribution of aftershocks from Jan. 28 to Feb. 27, 1999 and P-wave velocity structure 

from R.G.E.S. (Takeda,1997). 
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第５図  福島県西部の地震活動（1998/12/1～1999/1/1）  

a) 震源分布図 b) 時空間分布図 

 Fig.5  Seismic activities in the west of Fukushima pref.（1998/12/1-1999/1/1）  

a) Hypocenter distribution b)Time-Space distribution 
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第６図 東京湾北部の地震活動 (1994/1～1999/1) 

Fig.6 Seismic activities in the north of Tokyo-Bay (1994/1-1999/1) 

 

 

 

 

 
－81－ 



 

 
第７図  日光・足尾地域の地震活動 （1998/11～1999/2）  

a) 震源分布図  

 Fig.7  Seismic activities in the Nikko-Ashio area.（1998/11-1999/2）  

a) Hypocenter distribution 
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第７図 つづき b) 足尾地域の時空間分布 c)地震発生数の積算頻度分布 ｄ）M-T plot 

Fig.7 (continued) b) Time-Space distribution c) Cumulative curve of earthquake numbers d) M-T plot 
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